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 北陸地方東部の山地と平野を限る逆断層の第四紀後期における活動性を明らかにするために、活断層運動に

よって変形を受けている河成段丘面の調査を行った。 

 

 

 本研究では、富山平野～金沢平野間に分布する河成段丘面を被覆土壌層や段丘構成層に挟在する火山灰層の

層位、段丘面の分布形態、開析程度、傾斜、現河床からの比高、礫層の風化程度等を参考にして、高位よりⅠ面～

ⅩⅡ面の 12 面に区分した。これらの段丘面のうち、Ⅷ面構成層上位にはＡＴが、Ⅶ面構成層上位にはＤＫＰが、

Ⅳ面を覆う被覆土壌層下位にはＫ－Ｔｚがそれぞれ挟在する。また、一部の地域では、Ⅳ面構成層上位に立山Ｄ(富

山平野西縁)ならびにＳＫ(金沢平野東縁)が認められる。 

 本研究地域内の後期更新世における活断層の上下変位速度は、魚津断層(富山平野東縁)で約 0.2～0.9mm/yr、

呉羽山断層(同西縁)では約 0.1～0.4mm/yr、高清水断層(砺波平野東縁)では約 0.1～0.3mm/yr、法林寺断層(同西縁) 

約 0.1～0.4mm/yr、ならびに森本－富樫断層(金沢平野東縁)では約 0.5～0.8mm/yr となり地域毎に異なる。各地域

の最大上下変位速度を比較すると、魚津断層(富山平野東縁)ならびに森本－富樫断層(金沢平野東縁)はＢ級(0.1

～1.0mm/yr)上位の変位速度を示す。一方、呉羽山断層(富山平野西縁)、高清水断層(砺波平野東縁)、ならびに法

林寺断層(同西縁)はＢ級下位の値を示す。 

  

 

 本研究地域(富山平野～金沢平野)では、後期更新世以降の河成段丘面に累積的な変位が認められることから、

本研究地域内の活断層群は少なくとも後期更新世以降には現在の位置で繰り返し活動している。また、完新世にお

いても活動的である。地形面に大きな撓曲変形を伴い、断層線は湾曲、屈曲し、常に南東側が相対的に隆起してい

ることなどから、これらの断層は山地側から平野側へ向かって衝き上げる逆断層成分が卓越していると考えられる。 


